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平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
五
日

㈪
午
前
十
時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香

川
小
会
議
室
①
②
③
で
第
三
回
理

事
会
が
三
十
五
名
の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。
北
地
一
行
副
理
事

長
の
開
会
の
言
葉
の
後
、佐
藤
功
理

事
長
が「
今
年
五
月
に
は
、新
天
皇

即
位
と
い
う
国
民
に
と
っ
て
喜
ば

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
四
月

に
は
統
一
地
方
選
挙
、七
月
に
は
参

議
院
選
挙
が
あ
り
、理
容
組
合
と

し
て
も
関
心
を
持
っ
て
望
み
た
い
。」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
進
行
に
入
る
前
に
、低
周
波

治
療
器「
サ
ン
マ
ッ
サ
ー
」で
お
な

じ
み
の
丸
菱
産
業
よ
り
新
機
種
の

紹
介
が
あ
っ
た
。組
合
員
に
は
特
別

価
格
で
お
求
め
や
す
く
、各
支
部
に

商
品
説
明
し
て
回
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
は
は
ネ
ッ

ト
の
中
橋
恵
美
子
代
表
に
よ
る

「
縁
結
び
、子
育
て
美
容・ｅ
ｋ
ｉ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」が
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
未
婚
率
の
上
昇
や
、少
子
化

を
踏
ま
え
、理
美
容
サ
ロ
ン
等
が
縁

結
び
の
サ
ポ
ー
ト
や
、子
育
て
世
代

に
情
報
提
供
や
応
援
を
す
る
も
の

で
あ
り
、お
客
様
に
密
に
ふ
れ
あ
う

機
会
が
多
い
理
美
容
サ
ロ
ン
を
通

し
て
行
政
の
結
婚
、子
育
て
情
報
を

広
く
県
民
に
伝
え
て
い
く
企
画
で

あ
る
。昨
年
に
続
い
て
二
回
目
の
講

座
で
あ
り
、出
席
者
に
は
認
定
証
が

渡
さ
れ
た
。

世
界
大
会
種
目
を
実
施

議
題
に
移
り
、経
過
日
誌
、各
種

会
議
報
告
が
さ
れ
、世
界
大
会
種

目
の
う
ち
、日
本
代
表
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
い
な
い
競
技
を
世
界
大
会

種
目
と
し
て
今
年
の
全
国
大
会
か

ら
実
施
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
は
二
〇
二
一
年
に
日
本
で
開

催
さ
れ
る
世
界
大
会
を
見
込
ん
で

の
実
施
と
な
る
。こ
の
た
め
、香
川

県
大
会
で
も
選
手
を
募
集
す
る
。

国
庫
補
助
金
事
業
で
は
、県
組
合

と
し
て
平
成
三
十
一
年
度
も
女
性

部
、講
師
会
が
中
心
と
な
っ
て
申
請

す
る
予
定
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

次
年
度
事
業
計
画
案

続
い
て
佐
藤
理
事
長
よ
り
、

三
十
一
年
度
事
業
計
画
案
が
発
表

さ
れ
、共
済
加
入
促
進
や
組
織
力

強
化
、国
庫
補
助
金
事
業
を
中
心

と
し
た
営
業
支
援
活
動
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
ま
た
予
算
案
も
提
示
さ

れ
、組
合
員
の
減
少
が
続
き
、厳
し

い
予
算
案
で
は
あ
る
が
、無
駄
を
排

除
し
た
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

次
に
本
年
度
国
庫
補
助
金
事
業

「
理
容
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会
」

に
つ
い
て
御
囲
善
章
副
理
事
長
か

ら
報
告
さ
れ
た
。各
支
部
、協
議
会

ご
と
に
九
回
講
習
会
が
開
か
れ
、

百
四
十
六
名
が
参
加
。後
日
、修
了

証
が
贈
ら
れ
、二
月
十
八
日
の
マ
イ

ス
タ
ー
認
証
講
習
会
で
は
、定
員

い
っ
ぱ
い
の
三
十
名
が
参
加
し
、マ

イ
ス
タ
ー
認
定
デ
ィ
プ
ロ
マ
が
贈
ら

れ
た
。組
合
員
か
ら
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
た
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、三
月
末
の
厚
労
省
へ
の
最

終
報
告
を
も
っ
て
事
業
終
了
の
予

定
。

衛
生
推
進
委
員
発
足
へ

今
年
度
よ
り
、講
師
会
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、競
技
会

や
選
手
育
成
、女
性
活
躍
に
つ
い

て
取
り
組
む
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

手
始
め
に
今
年
の
県
競
技
大
会
で

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。川
筋

正
仁
教
育
部
長
よ
り
、理
事
に
出

場
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
、組
合
組
織
の
強
み
を
生
か

し
、お
客
様
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
経

営
の
た
め
、衛
生
面
向
上
を
目
指
し

て
、県
独
自
の
試
み
と
し
て
、衛
生

推
進
委
員
制
度
の
発
足
が
承
認
さ

れ
た
。こ
れ
は
組
合
員
に
対
し
、各

お
店
の
衛
生
面
で
指
導
す
る
役
割

と
な
る
。
今
後
役
員
理
事
を
中
心

に
任
命
さ
れ
る
予
定
。

以
上
、各
議
題
は
滞
り
な
く
審
議

承
認
さ
れ
、正
午
に
閉
会
と
な
っ
た
。

�

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

第
四
回
理
事
会
開
催

　
　
平
成
三
十
一
年
度
予
算
案
承
認

第四回理事会理事長あいさつ

わははネット中橋代表

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
金
を
寄
付

　
今
年
も
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
に

皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金
を
平

成
三
十
年
十
二
月
十
八
日
に
佐
藤
功

理
事
長
と
野
村
勝
専
務
理
事
が
組
合

を
代
表
し
て
、社
会
福
祉
法
人
香
川

県
共
同
募
金
会
に
十
万
円
を
届
け
て

参
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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◇
経
過
日
誌

三

役

会

◦
第
七
回
三
役
会

　
　
一
月
二
十
一
日
㈪ 
午
後
四
時

組
合
事
務
所

三
役
部
長
会

◦
第
四
回
三
役
部
長
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
前
九
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

理

事

会

◦
第
四
回
理
事
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

議
案
１
．経
過
日
誌

　
　
２
．各
種
会
議
報
告

　
　
３
．県
内
理
容
遺
産
候
補
に
つ
い
て

　
　
４
．国
庫
補
助
金
事
業
途
中

　
　
　
　
経
過
報
告
に
つ
い
て

　
　
５
．各
部
長
報
告

　
　
６
．西
日
本
理
事
長
会
議
に

　
　
　
　
つ
い
て

　
　
７
．平
成
三
十
年
度
中
間
決

　
　
　
　
算
に
つ
い
て

　
　
８
．香
川
県
衛
生
推
進
委
員

　
　
　
　
制
度
発
足
に
つ
い
て

　
　
９
．講
師
会
の
取
り
組
み
に

　
　
　
　
つ
い
て

　
　
10
．第
七
十
回
全
国
理
容
競

　
　
　
　
技
大
会
関
係
に
つ
い
て

　
　
11
．そ
の
他

委

員

会

◦
予
算
委
員
会

　
　
一
月
二
十
八
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
講
師
会
活
性
化
委
員
会

　
　
一
月
二
十
八
日
㈪ 

午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
後
三
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
特
別
会
議
室

協

議

会

◦
中
讃
協
議
会
親
睦
旅
行

　
　
二
月
四
日
㈪ 

、五
日
㈫ 広

島
方
面

講

習

会

◦
県
組
合
講
習
会

　
　
一
月
二
十
一
日
㈪ 
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
講
習
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
特
別
会
議
室

そ

の

他

◦
組
合
事
務
所
仕
事
初
め　

　
　
一
月
七
日
㈪ 

◦
木
村
義
雄
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　
一
月
七
日
㈪ 

午
前
十
一
時
三
十
分

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松「
玉
藻
の
間
」

◦
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｋ
‐
大
野
敬
太
郎
君

を
励
ま
す
会

　
　
一
月
十
五
日
㈫ 

午
後
六
時

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀　
鳳
凰
の
間

◦
香
川
県
生
活
衛
生
協
会
新
年
賀

詞
交
換
会

　
　
一
月
二
十
日
㈰ 

正
午

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

◦
県
組
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
一
月
二
十
八
日
㈪ 

午
前
十
時

太
洋
ボ
ウ
ル

◦
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　
二
月
一
日
㈮ 香

川
県
美
容
会
館

◦
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　
三
月
三
日
㈰ 

愛
媛
大
学
教
育
学
部

◦
平
井
た
く
や
氏
と
語
る
夕
べ

　
　
三
月
九
日
㈯ 

午
前
十
一
時

国
際
ホ
テ
ル「
瀬
戸
の
間
」

◦
指
導
セ
ン
タ
ー
第
二
回
定
時
理

事
会

　
　
三
月
十
三
日
㈬ 

午
後
二
時

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン「
栗
林
の
間
」

◇
国
庫
補
助
事
業
講
習

◦
丸
亀
、多
度
津
支
部
合
同
講
習

　
　
一
月
十
日
㈭ 

午
後
八
時
三
十
分

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ　
Ｓｐ
ａ
ｃ
ｅ　
Ｆ
ｉ
ｔ

◦
土
庄
、内
海
合
同
講
習

　
　
一
月
十
四
日
㈪ 
午
前
十
時

理
容
ス
サ
ミ

◦
高
松
支
部
講
習

　
　
一
月
十
六
日
㈬ 

午
後
八
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

一
月
二
十
四
日
㈭ 

午
後
八
時
三
十
分

Ｙ
ａ
ｎ
Ｇ　
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

◦
西
讃
協
議
会
講
習

　
　
二
月
四
日
㈪ 

午
前
九
時

詫
間
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

◦
理
容
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
習

　
　
二
月
十
八
日
㈪ 

午
前
十
時

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

◇
予
定
行
事

総

代

会

◦
平
成
三
十
一
年
度
通
常
総
代
会

　
　
五
月
二
十
日
㈪ 

午
後
二
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

三

役

会

◦
第
一
回
三
役
会

　
　
四
月
十
五
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
監
査
会

　
　
四
月
十
五
日
㈪ 

午
前
十
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

◦
第
一
回
三
役
部
長
会

　
　
四
月
十
五
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

理

事

会

◦
第
一
回
理
事
会

　
　
四
月
二
十
二
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

協

議

会

◦
東
讃
協
議
会
総
会

　
　
六
月
十
日
㈪ 

午
前
十
一
時

ト
レ
ス
タ
白
山

経
過
及
び
行
事
予
定
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競
技
大
会

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
　
五
月
六
日
㈪ 

午
前
十
時

高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー・ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ

◦
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　
七
月
二
十
九
日
㈪ 

徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

そ

の

他

◦
片
原
町
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
元
気

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
五
月
六
日
㈪ 

午
前
十
時

片
原
町
東
部
商
店
街

◇
支
部
総
会

三
月
四
日
㈪ 

◦
琴
平
支
部　
午
前
十
時

ま
ん
の
う
町
農
改
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室

◦
高
瀬
支
部　
午
前
十
時

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

◦
綾
南
支
部　
午
後
四
時

お
食
事
処
み
ゆ
き

三
月
十
一
日
㈪ 

◦
三
中
支
部　
午
前
十
時

魚
繁

◦
丸
亀
支
部　
午
前
十
時

中
津
万
象
園
懐
風
亭

◦
土
庄
支
部
、
内
海
支
部

　
　
　
　
　

  

午
前
十
時

松
風

◦
飯
山
支
部　
午
前
十
一
時飯

峰
亭

三
月
十
八
日
㈪ 

◦
綾
北
支
部　
午
前
十
時ふ

じ
の
や

三
月
二
十
五
日
㈪ 

◦
仏
生
山
支
部　
　
午
前
十
一
時観翆

◦
東
か
が
わ
支
部　
午
前
十
一
時

ベ
ッ
セ
ル
お
お
ち

◦
豊
浜
支
部　
　
　
午
前
十
一
時

浜
田
屋

◦
多
度
津
支
部　
　
午
後
一
時花

瀬

◦
坂
出
支
部　
午
後
二
時
三
十
分

ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

◦
善
通
寺
支
部　
　
午
後
四
時菜を

里

◦
平
井
支
部　
　
　
午
後
五
時

十
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
さ
ぬ
き
支
部 
午
後
五
時
三
十
分

サ
ン
マ
リ
エ
フ
ジ
イ

◦
仁
尾
支
部　
　
　
午
後
六
時こも

田

四
月
一
日
㈪ 

◦
香
北
支
部

広
島
県
宮
島

四
月
八
日
㈪ 

◦
高
松
支
部　
　
　
午
前
十
時

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

平
成
三
十
年
十
二
月
三
日
㈪
に

高
松
市
宮
脇
町
の
石
清
尾
八
幡
宮

で
髪
授
神
祠
大
祭
が
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
た
。

当
日
は
冷
た
い
雨
の
降
る
生
憎

の
天
気
の
た
め
、石
清
尾
八
幡
宮

拝
殿
で
の
大
祭
と
な
っ
た
が
、組
合

役
員
は
も
と
よ
り
、多
く
の
ご
来
賓

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、盛
大
な
大

祭
と
な
っ
た
。

午
前
十
時
よ
り
八
幡
宮
宮
司
の

祝
詞
に
続
き
、理
容
の
益
々
の
発
展

と
、無
事
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
、佐
藤
功
奉
賛
会
会

長
を
は
じ
め
、ご
来
賓
、県
役
員
が

玉
串
奉
納
し
、無
事
に
終
了
し
た
。

そ
の
後
、石
清
尾
八
幡
宮
社
務
所

三
階
に
場
所
を
移
し
、午
前
十
一
時

よ
り
第
三
回
理
事
会
を
開
催
。
会

議
に
先
立
ち
、御
囲
善
章
氏
、大
林

隆
文
氏
、安
富
豊
昭
氏
に
各
表
彰
状

伝
達
が
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、各
種

会
議
報
告
、中
間
決
算
報
告
な
ど
議

案
が
審
議
さ
れ
正
午
に
閉
会
し
た
。

（
議
案
は
二
頁
参
照
）

高
松
支
部
有
志
の
皆
さ
ん
、大
祭

準
備
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

理
容
業
の
繁
栄
を
願
っ
て

髪
授
神
祠
大
祭

第
三
回
理
事
会
も
開
催

雨のため八幡宮拝殿での大祭

佐藤功奉賛会会長の挨拶理事会の様子
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◆
東
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

平
成
三
十
年
十
二
月
十
日
㈪
午
前

十
時
よ
り
い
つ
も
の
高
松
市「
太
洋
ボ

ウ
ル
」に
て
東
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
、親
睦
を

深
め
る
た
め
、総
勢
三
十
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
は
最
終
順
位
で
の
賞
品
は
も
ち

ろ
ん
、男
性
は
ス
ト
ラ
イ
ク
取
る
ご
と

に
一
つ
、女
性
は
さ
ら
に
ス
ペ
ア
で
も
一

つ
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

や
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
参
加
者
の
や
る
気
を
増
幅
さ

せ
た
よ
う
で
す
。い
つ
も
よ
り
集
中
力

が
増
し
た
の
か
、ス
ト
ラ
イ
ク
、ス
ペ
ア

が
ど
ん
ど
ん
出
て
、あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が

こ
だ
ま
し
、ビ
ー
ル・焼
酎・ジ
ュ
ー
ス・

お
菓
子
等
用
意
し
た
賞
品
が
一
ゲ
ー
ム

目
で
ほ
ぼ
な
く
っ
て
し
ま
う
と
い
う
嬉

し
い
誤
算
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
感
じ
で
い
つ
も
よ
り
盛
り
上

が
り
、大
変
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
小
豆
島
勢
が
と
て
も
頑
張

協
議
会
だ
よ
り

り
、上
位
五
名
の
う
ち
三
名
を
占
め
る

と
い
う
オ
リ
ー
ブ
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
ま

し
た
。そ
し
て
、ハ
イ
ゲ
ー
ム
は
十
河
節

子
さ
ん
が
出
し
た
の
で
す
が
、残
念
な

が
ら
一
ゲ
ー
ム
目
の
調
子
が
振
る
わ
ず

優
勝
を
逃
し
ま
し
た
。

老
若
男
女
誰
で
も
出
来
る
楽
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
の
で
皆
様
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
！

優
勝　
山
﨑
鎮
永
さ
ん（
仏
生
山
）

二
位　
堀
田
東
吾
さ
ん（
内
海
）

三
位　
十
河
節
子
さ
ん（
平
井
）

（
県
広
報　
山
﨑　
鎮
永
）

◆
中
讃
協
議
会
親
睦
旅
行

　
「
マ
イ
ス
タ
ー
を
求
め
て
」

平
成
三
十
一
年
二
月
四
、五
日
の
中
讃

協
議
会
親
睦
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

小
春
日
和
の
晴
天
の
な
か
目
指
す
は

広
島
湯
坂
温
泉
そ
し
て
、し
ま
な
み
海

峡
。総
勢
三
十
三
名
の
参
加
者
は
元
気

い
っ
ぱ
い
出
発
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、光
文

堂
、竹
原
町
並
み
散
策
、湯
坂
温
泉
。二

日
目
は
耕
三
寺
、大
山
祇
神
社
、来
島

海
峡
の
渦
潮
を
巡
り
ま
し
た
。久
し
ぶ

り
に
朝
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
で
、と
て

も
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

と
、こ
れ
で
終
わ
っ
て
は
小
松
部
長
に

叱
ら
れ
る
の
で
感
想
文
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、最
初
に
眼
を

ひ
い
た
の
は
十
分
の
一
の
戦
艦
大
和
の

模
型
、大
迫
力
で
す
！
当
時
の
技
術
の

粋
を
集
め
た
建
造
技
術
、そ
の
裏
腹
で

戦
争
の
悲
惨
さ
悲
し
さ
を
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。し
か
し
そ
の
建
造
技
術
は
今
も

生
き
続
け
大
型
タ
ン
カ
ー
や
自
動
車
や

家
電
製
品
等
々
多
く
の
物
に
応
用
さ
れ

て
い
る
事
を
知
り
、感
動
し
ま
し
た
。

次
に
光
文
堂
で
は
社
長
自
ら
案
内
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
想
像
し
て
い
た
の

と
違
っ
て
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
高
級

感
を
出
す
た
め
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た

桐
箱
、し
か
し
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で

丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
燃
え
に

く
い
密
封
性
の
高
い
こ
の
素
材
は
、火

事
に
見
舞
わ
れ
て
も
震
災
で
泥
水
や
海

水
の
中
に
何
週
間
も
浸
か
っ
て
い
て
も

大
事
な
胎
毛
筆
は
綺
麗
な
状
態
で
残
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。胎
毛
筆
も
、親
御
さ

ん
の
愛
を
受
け
た
世
界
に
一
本
の
筆
を

職
人
さ
ん
が
一
本
一
本
心
を
込
め
て
手

作
業
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
光

景
を
見
て
ド
ラ
マ
の｢

陸
王｣｢

下
町
ロ

ケ
ッ
ト｣

を
思
い
出
し
ま
し
た
。も
の
作

り
日
本
！
ま
さ
に
マ
イ
ス
タ
ー
を
求
め

て
そ
の
も
の
で
し
た
。是
非
皆
さ
ん
も

見
学
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

竹
原
町
並
み
散
策
で
は
江
戸
時
代
の

町
並
み
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
様
な
錯
覚
を
お

こ
し
ま
し
た
。

…
宴
会
は
酔
っ
払
っ
て
い
た
の
で
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。

二
日
目
の
耕
三
寺
、大
山
祇
神
社
の

壮
大
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。来
島

海
峡
の
渦
潮
遊
覧
船
で
は
景
色
と
ガ
イ

ド
さ
ん
の
美
し
さ
に
一
時
間
が
、あ
っ
と

言
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

最
後
に
添
乗
員
さ
ん
の
心
配
り
、戦

艦
大
和 

耕
三
寺 

竹
原
の
町
並
み
の
建

造
技
術
、そ
し
て
光
文
堂
さ
ん
の
胎
毛

筆
や
桐
箱
に
対
す
る
技
術
と
品
質
の
こ

だ
わ
り
、随
所
に
そ
の
生
業
の
プ
ロ
、マ

イ
ス
タ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
旅
行
で
し
た
。

楽
し
い
な
が
ら
も｢

理
容
マ
イ
ス
タ
ー

へ
の
道｣

に
通
じ
る
、為
に
な
る
二
日
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（県

広
報　
坂
井
志
郎
）
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今
年
最
初
の
県
講
習
は
平
成

三
十
一
年
一
月
二
十
一
日
㈪
に
サ

ン
メ
ッ
セ
香
川
に
て
、な
ん
と
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
佐
藤
秀
樹
講
師

を
お
招
き
し
、匠
の
技
を
思
い
っ
き

り
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

佐
藤
先
生
と
言
え
ば
言
わ
ず
と

知
れ
た
田
中
ト
シ
オ
氏
に
師
事
し
、

２
０
０
８
年
シ
カ
ゴ
大
会
金
メ
ダ

ル
を
は
じ
め
、こ
こ
に
書
き
き
れ
な

い
ほ
ど
の
世
界
大
会
金
メ
ダ
ル
を

受
賞
し
て
い
る
ま
さ
に
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
中
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。

現
在
で
は
自
身
の
お
店「
ヘ
ア
ー

リ
ゾ
ー
ト・ク
リ
ッ
プ
」を
九
店
舗

展
開
す
る
凄
腕
経
営
者
で
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
十
店
舗
目

も
計
画
中
と
の
こ
と
。技
術
者
と
し

て
も
、経
営
者
と
し
て
も
大
成
功
を

収
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
世
界
ト
ッ
プ
の
技
術
を

間
近
で
見
ら
れ
る
と
い
う
貴
重
な

機
会
と
い
う
こ
と
で
、い
つ
も
よ

り
多
く
百
名
を
超
え
る
参
加
者
で

賑
わ
う
会
場
で
は
最
近
の
理
容
ト

レ
ン
ド「
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
と
コ
テ

パ
ー
」の
二
点
披
露
し
て
頂
き
ま
し

た
。バ

リ
カ
ン
を
駆
使
し
て
の
フ
ェ
ー

ド
カ
ッ
ト
、独
特
の
ハ
サ
ミ
の
開
閉

方
法
な
ど
内
容
も
面
白
く
、参
加

者
は
使
用
し
て
い
る
ハ
サ
ミ
に
も
興

味
津
々
。

そ
し
て
業
界
発
展
の
た
め
の
後

継
者
育
成
、店
舗
経
営
等
技
術
以

外
の
お
話
な
ど
、ス
ラ
イ
ド
を
交
え

て
説
明
し
て
頂
き
、先
生
の
業
界
を

愛
す
る
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
た
講
習
で
し
た
。

（
県
広
報　
山
崎
鎮
永
）

な
ど
ご
来
賓
の
方
々
の
始
球
式
で

ゲ
ー
ム
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
協
議
会
の
出
場
者
を
ラ
ン
ダ

ム
に
組
み
合
わ
せ
て
、出
場
さ
れ
た

組
合
員
皆
さ
ん
の
親
睦
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

成
績
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

個
人優　

勝 

武
田
幸
重
さ
ん（
西
讃
）

準
優
勝 

西
原
正
博
さ
ん（
中
讃
）

三　
位 

須
佐
美
洋
介
さ
ん（
東
讃
）

団
体
優
勝　
西
讃
協
議
会

（
青
年
部
長　
初
瀬
名
央
）

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日

㈪
に
第
三
十
回
香
川
県
理
容
組
合

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
太
洋
ボ
ウ
ル

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

西
讃
協
議
会
を
代
表
し
て
森
健

二
選
手
と
合
田
知
弘
選
手
の
堂
々

と
し
た
選
手
宣
誓
と
佐
藤
功
理

事
長
や
瀬
戸
隆
一
前
衆
議
院
議
員

外
国
人
向
け
店
舗
検
索
サ
イ
ト

「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ　

ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
」を
使
っ
て
外
国
人

客
に
来
店
を
促
す
た
め
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
講
習
が
平
成
三
十
一

年
二
月
二
十
五
日
㈪
サ
ン
メ
ッ
セ

香
川
特
別
会
議
室
で
開
講
さ
れ
た
。

講
師
は
福
岡
県
の
山
口
直
美
全
理

連
中
央
講
師
。

講
習
で
は
、年
間
三
千
万
人
を
超

え
る
訪
日
外
国
人
あ
り
、永
住
外

国
人
も
七
十
四
万
人
に
も
の
ぼ
り
、

増
収
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
と
、

髪
質
ご
と
の
カ
ッ
ト
で
の
似
合
わ

せ
方
法
や
、肌
質
の
違
い
か
ら
の

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
の
注
意
点
、日
本
独

特
の
快
感
シ
ャ
ン
プ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の

提
案
な
ど
が
あ
っ
た
。日
本
の
理
容

技
術
力
の
高
さ
や
、人
種
に
よ
っ
て

の
技
術
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
、大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

日
本
の
理
容
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
効
果
的
な

使
い
方
や
外
国
人
が
来
店
時
に
効

果
の
あ
る
多
言
語
翻
訳
ア
プ
リ「
ｖ

ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ
」の
使
い
方
な
ど

を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、こ
の
講
習
受
講
者
は
、店

舗
検
索
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、外
国
人
に
わ
か
り

や
す
く
店
舗
情
報
や
メ
ニ
ュ
ー
を

公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、日
本
の
理
容
技
術
の
素

晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、い
つ
外
国
人
客
が
来
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
、我
々
も
準
備
し

て
、理
容
体
験
が
来
日
動
機
に
な
る

く
ら
い
に
浸
透
し
て
い
け
れ
ば
と
思

う
講
習
会
で
あ
っ
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）
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先生のコテパー技術に興味津々

上位入賞の皆さん

モデルに囲まれての佐藤講師（中央）

山口直美講師

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

佐
藤
秀
樹

フ
ェ
ー
ド
＆

コ
テ
パ
ー
講
習

香
川
県
組
合

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

来
て
も
ら
う

知
っ
て
も
ら
う

楽
し
ん
で
も
ら
う

理
容
業
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
講
習
開
講



各
地
区
の
講
習
を
受
講
し
、よ
り

詳
し
く
マ
イ
ス
タ
ー
を
目
指
す
た

め
の
講
習「
シ
ャ
ン
プ
ー
＆
セ
ッ
ト

マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
習
」が
平
成

三
十
一
年
二
月
十
八
日
㈪
に
タ
カ

ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
高
松
ス
タ
ジ
オ
で
開

か
れ
た
。
講
習
時
間
は
約
六
時
間

の
長
丁
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、定
員

い
っ
ぱ
い
の
三
十
名
が
集
ま
っ
た
。

で
あ
る
界
面
活
性
剤
ま
で
、学
校
の
授

業
だ
と
つ
い
つ
い
眠
く
な
っ
て
し
ま

い
そ
う
な
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
面

白
お
か
し
く
、し
か
も
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
、池

原
講
師
と
山
原
講
師
に
よ
る
シ
ャ
ン

プ
ー
実
技
講
習
に
移
り
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
技
術
は
も

ち
ろ
ん
、そ
の
時
に
使
用
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
配
合
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
。そ
し
て
肌
触
り
最
高
の
今

治
タ
オ
ル
を
数
種
類
紹
介
も
し
て
い

た
だ
き
、心
理
的・免
疫
学
的
効
果
が

注
目
さ
れ
て
い
る「
香
り
」の
力
を
利

用
し
た
、ま
さ
に
触
覚
と
嗅
覚
を
刺
激

す
る
究
極
の
癒
し
技
術
を
披
露
し
て

頂
き
ま
し
た
。施
術
は
ス
タ
ン
ド
シ
ャ

ン
プ
ー
で
行
い
ま
し
た
。参
加
者
皆
様

理
容
学
校
で
一
度
は
教
わ
っ
て
い
る
は

ず
で
す
が
、現
在
サ
ロ
ン
で
は
ほ
と
ん

ど
や
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、池
原
講
師

の
技
術
を
見
な
が
ら
思
い
出
し
て
い

る
感
じ
で
し
た
、

現
在
持
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、学
校
教
科
書「
理
容

理
論
」に
書
い
て
あ
る
内
容
は
十
分
現

在
で
も
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
で
使
え
る
も
の

平
成
三
十
年
度
国
庫
補
助
金
事
業「
次
世
代
に
繋
ぐ
、洗
髪（
シ
ャ

ン
プ
ー
）と
整
髪（
セ
ッ
ト
）に
よ
る
究
極
の
美
と
快
感
技
術
を
求
め
て
」

の
講
習
会
が
各
協
議
会
や
支
部
ご
と
の
九
会
場
で
行
わ
れ
た
。九
会

場
合
計
の
べ
約
二
百
二
十
人
の
参
加
者
を
集
め
、関
心
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
た
。

午
前
十
時
か
ら
洗
髪
と
整
髪
の

沿
革
、シ
ャ
ン
プ
ー
剤
の
基
礎
か
ら

選
び
方
、成
分
の
分
類
な
ど
の
座
学

講
習
が
あ
り
、休
憩
を
挟
ん
で
、お

昼
か
ら
は
シ
ャ
ン
プ
ー
技
術
と
整

髪
の
実
技
に
移
っ
た
。

シ
ャ
ン
プ
ー
技
術
で
は
基
本
動

作
と
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ

法
を
学
び
、整
髪
で
は
髪
の
乾
か
し

方
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
の
セ
ッ
ト
方
法

な
ど
を
学
ん
だ
。

最
後
に
佐
藤
功
理
事
長
よ
り
理

容
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
デ
ィ
プ
ロ
マ
を

一
人
ず
つ
に
贈
呈
さ
れ
、午
後
四
時

に
終
了
し
た
。マ
イ
ス
タ
ー
に
選
ば

れ
た
方
々
は
、理
容
技
術
の
伝
承
、

後
進
の
育
成
な
ど
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。�

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日
㈬

カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ・モ
ル
ト
ン
に
於
い

て
、仏
生
山・
平
井・
香
北
の
三
支
部

合
同
で「
理
容
マ
イ
ス
タ
ー
講
習
」を

開
催
し
ま
し
た
。

い
つ
も
仏
生
山・平
井
合
同
で
支
部

講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、夜
仕
事

終
わ
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
の
に
今
回
参

加
人
数
は
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る

大
盛
況
で
店
内
所
狭
し
と
集
ま
っ
て

く
れ
ま
し
た
。組
合
員
の
関
心
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

御
囲
副
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、小

松
講
師
に
よ
る
シ
ャ
ン
プ
ー
理
論
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
流
石
理
論
派
の

小
松
講
師
。
歴
史
か
ら
化
学
の
分
野

国
庫
補
助
金
事
業

シ
ャ
ン
プ
ー
＆
セ
ッ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
講
習
開
催
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座学でシャンプーの基礎知識

白井講師のセット

オイルマッサージの実習

マイスター認定証の贈呈

仏
生
山
・
平
井
・
香
北

理
容
マ
イ
ス
タ
ー
講
習

三
十
人
の「
シ
ャ
ン
プ
ー
＆

セ
ッ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
」が
誕
生
！

マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
習
開
催



平
成
三
十
一
年
一
月
十
六
日
㈬

午
後
八
時
半
よ
り
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｂ
Ａ

Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ　

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

に
お
い
て
、琴
平
支
部 

善
通
寺
支

部 

綾
南
支
部
の
合
同
で
、次
世
代

に
繋
ぐ
シ
ャ
ン
プ
ー
＆
セ
ッ
ト
の
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。広
い
店
内
も

大
勢
の
参
加
の
皆
さ
ん
で
狭
く
感

じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

北
地
副
理
事
長
の
挨
拶
を
皮
切

り
に
御
囲
副
理
事
長
の
シ
ャ
ン

プ
ー
剤
の
基
礎
知
識
の
説
明
が
あ

り
、山
原
講
師
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
説
明

の
も
と
松
原
講
師
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

シ
ャ
ン
プ
ー
実
践
、そ
し
て
白
井
講

師
の
セ
ッ
ト
へ
と
繋
が
れ
ま
し
た
。

よ
り
近
く
で
技
術
を
学
ぶ
事
が
で

き
、質
問
も
飛
び
交
い
中
身
の
濃
い

一
時
間
半
で
し
た
。

（
県
広
報　
坂
井
志
郎
）

平
成
三
十
一
年
一
月
十
六
日
㈬

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
、二
十
四
日
㈭

Ｙ
ａ
ｎ
ｇ 

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
に
お
い

て
両
日
と
も
午
後
八
時
半
か
ら
、高

松
支
部
国
庫
補
助
金
事
業
夜
間
講

習「
究
極
の
シ
ャ
ン
プ
ー
＆
セ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

国
庫
補
助
金
講
習
担
当
講
師
陣

が
、
シ
ャ
ン
プ
ー
理
論
、
シ
ャ
ン

プ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
実
技
、整
髪
の
三

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
分
野
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。 

県
組
合
店
に
配
布
済
の
テ
キ
ス
ト

に
沿
っ
た
内
容
の
理
論
や
実
技
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

テ
キ
ス
ト
は

教
科
書
と
し
て
手
元
に
置
い
て
お

き
何
度
も
学
べ
る
よ
う
な
濃
い
内

容
で
す
が
、受
講
し
て
よ
り
深
く
理

解
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
支
部
講
習
は
、さ
ら
に
詳

し
く
実
習
で
学
べ
る
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
講
習
に
繋
が
る
内
容
に
な
っ
て

い
て
、も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
興
味

を
持
っ
た
受
講
者
が
マ
イ
ス
タ
ー

認
定
講
習
に
申
し
込
み
を
し
ま
し

た
。 寒い

日
の
夜
間
講
習
で
し
た
が
、

大
変
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
支
部

講
習
は
、両
日
で
三
十
五
名
ほ
ど
の

参
加
者
で
し
た
。 

国
庫
補
助
金
講
習
担
当
講
師
陣

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
高
松
支
部
教
育
部
長 

松
原
敏
晃
）

だ
と
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
は
白
井
講
師
担
当
で
、皆
さ

ん
少
な
か
ら
ず
興
味
の
あ
る「
ダ
イ
ソ

ン
ド
ラ
イ
ヤ
ー
」を
は
じ
め
、色
々
な

タ
イ
プ
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
紹
介
を
し

な
が
ら
セ
ッ
ト
理
論
と
実
技
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
忘
れ
て
い
る
こ

と
も
多
々
あ
り
、き
ち
ん
と
思
い
出
し

て
技
術
す
る
こ
と
で
低
料
金
サ
ロ
ン

と
の
差
別
化
も
出
来
る
し
、高
料
金
を

頂
け
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
メ
ニ
ュ
ー
も
作
れ

そ
う
だ
と
思
い
今
後
の
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク

が
楽
し
み
に
な
っ
た
講
習
で
し
た
。

（
県
広
報　
山
﨑
鎮
永
）

平
成
三
十
一
年
二
月
四
日
㈪
詫

間
町
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
に
お
い
て
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。始
め
に
、観

音
寺
税
務
署
中
西
裕
司
氏
よ
り
軽

減
税
率
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し

た
。次

に
武
田
幸
重
西
讃
協
議
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て

担
当
県
講
師
四
名
の
紹
介
が
あ
り
、

理
容
マ
イ
ス
タ
ー
の
講
習
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
座
学
担
当
の
小
松
芳
浩
講

師
か
ら
今
回
、県
の
教
育
方
針
を
も

と
に
構
築
さ
れ
た
マ
イ
ス
タ
ー
へ
の

道
の
講
習
会
の
流
れ
を
説
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
、使
用
薬
剤

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
シ
ャ
ン
プ
ー
実
技
に
つ
い

て
、組
合
か
ら
配
布
さ
れ
た
テ
キ
ス

ト
を
元
に
山
原
昌
司
講
師
が
説
明

を
し
な
が
ら
モ
デ
ル
を
使
っ
て
池
原

良
輔
講
師
が
実
技
を
し
、テ
キ
ス
ト

に
な
い
部
分
ま
で
丁
寧
に
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
担
当
は
白
井
啓
正
講
師
。

セ
ッ
ト
に
必
要
な
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
つ

い
て
い
ろ
ん
な
特
徴
の
あ
る
ド
ラ
イ

ヤ
ー
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。カ
ッ

ト
段
階
の
重
要
性
や
タ
オ
ル
ド
ラ

イ
な
ど
綺
麗
な
セ
ッ
ト
を
す
る
前

に
必
要
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

普
段
何
気
な
く
し
て
い
る
こ
と
も
一

つ
一
つ
意
味
が
あ
る
と
再
確
認
し
ま

し
た
。

二
月
十
八
日
の
理
容
マ
イ
ス

タ
ー
認
定
講
習
会
は
も
っ
と
詳

し
く
実
習
も
あ
る
の
で
楽
し
み
で

す
。

（
県
広
報　
森　
昭
人
）
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多くの参加者で大盛況

西讃協議会、シャンプー技術の実習

琴
平
・
善
通
寺
・

綾
南
合
同
講
習
会

高
松
支
部
夜
間
講
習
を
開
催

西
讃
協
議
会
マ
イ
ス
タ
ー
講
習
会

軽
減
税
率
制
度
の
説
明
会
も



な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。前
回

は
天
皇
ご
崩
御
で
の
改
元
で
し
た

の
で
、感
慨
に
ふ
け
る
間
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、今
回
は
、前
も
っ
て

の
発
表
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、平
成

が
終
わ
り
を
告
げ
る
一
抹
の
寂
し

さ
と
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
高
揚

感
が
合
い
混
じ
っ
た
不
思
議
な
感

覚
で
す
。

新
元
号
の
下
、人
工
知
能
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、電
子
マ
ネ
ー
な
ど
、生
活
が
大

転
換
す
る
よ
う
な
時
代
に
な
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
遠
隔
操
作
で

カ
ッ
ト
す
る
の
も
夢
で
は
な
い
の
か

も
。私
自
身
、先
を
見
通
せ
る
力
を

つ
け
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、十
連
休
は
愚
策
だ
よ

な
ぁ
。

�

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

早
い
も
の
で
も
う
四
月
。出
会
い

や
別
れ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。皆
様
の

お
店
で
も
進
学
、就
職
、転
勤
な
ど

お
客
様
と
の
出
会
い
や
別
れ
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。私
の
お
店
で
も

お
別
れ
す
る
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、中
に
は
、帰
省
の
た
び

に
お
越
し
い
た
だ
け
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

「
今
日
は
散
髪
し
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。」「
飛
行
機
代
半
分
出
し
ま

し
ょ
う
か
？
」な
ど
と
冗
談
を
言
い

合
い
な
が
ら
、本
当
に
あ
り
が
た
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
五
月
に
は
、天
皇
陛
下
の

ご
譲
位
が
あ
り
、本
紙
が
皆
様
に
届

く
頃
に
は
新
し
い
元
号
が
発
表
に

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
七
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
五
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

去
年
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
著
作
権

と
称
し
て
、店
内
で
流
す
音
楽
に
有

料
と
い
う
手
段
に
出
ま
し
た
。少
な

か
ら
ず
理
容
室
や
美
容
室
で
も
罰

金
を
取
ら
れ
た
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
音
楽
が
好
き
で
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
Ｃ
Ｄ
を
流
し

て
い
ま
し
た
が
、少
し
の
間
、静
か

す
ぎ
る
営
業
と
な
っ
た
の
で
す
。そ

ん
な
時
、息
子
が「
五
十
年
前
の
な

ら
い
い
と
書
い
て
あ
る
」と
言
っ
て
、

す
ぐ
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、と
り
あ
え
ず

Ｃ
Ｄ
を
手
に
入
れ
る
事
が
で
き
、今

で
は
静
か
に
耳
も
と
で
流
れ
る
メ
ロ

デ
ィ
の
中
、仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

五
十
年
前
な
ら
無
料
と
い
う
事

な
の
で
、も
し
興
味
の
あ
る
お
店
は

試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
私
よ
り
早

く
そ
の
事
に
気
づ
き
、実
行
し
て
い

る
お
店
の
方
に
は
ご
め
ん
な
さ
い
。

音
楽
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
と
い
う

な
ら
必
然
性
は
あ
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
？
出
来
る
事
を
一
つ
ず
つ
コ
ツ

コ
ツ
と
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま

し
ょ
う
！

（
坂
出
支
部　
藤
田
千
惠
美
）

我々の仕事は立ち仕事のうえに、顔剃りやシャンプーな
ど無理な体勢での作業で身体に負担をかけています。指圧
により少しでも肩こりや背中の痛みが軽減され、いつまで
も健康でお仕事が続けられるように、合間でリフレッシュ
いたしましょう。� （地域活性化委員会　坂井志郎）

Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

短　

歌
文

芸

欄

飯
野
山
登
る
気
持
ち
が
も
う
湧
か
ぬ

　
　
　
　
　
　

平
成
最
後
元
日
の
朝

河
川
敷
元
気
に
遊
ぶ
子
供
等
を

　
　
　
　

見
な
が
ら
歩
く
元
日
の
朝

う
っ
と
り
と
夜
空
の
星
を
見
て
い
た
ら

　
　
　
　
　
　

流
れ
星
二
個
一
瞬
の
こ
と

飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

野
良
犬
も
人
恋
し
い
と
我
の
後

　
　
　
　
　

右
に
左
に
い
そ
い
そ
歩
く

坂
出
支
部　
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今回は肩こりや背中の痛み

についてのお話です
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